
5 節　調査研究

放送文化研究所は，完全デジタル時代という未

曾有のメディアの転換期にあたり，公共放送とし

ての使命達成のため時代と社会の要請に応えるべ

く先進的多角的な調査研究を行った。

(2008年度調査研究の主な重点項目）
①公共放送の新しい可能性を開く調査・研究
日々刻々と変ぼうを遂げるメディアのデジタル

環境の最前線や関連法制の動向を探るとともに，

世界各国の公共放送の実態を調査することによ

り，新時代の公共放送像の考察・研究を推進した。

②視聴者の信頼と期待に応える調査・研究
メディアへの接触が多様化し視聴行動が大きく

変ぼうする中，総合的なメディア接触の実態，信

頼度や満足度を測る調査などを実施。また，団塊

世代層など視聴者層の意向分析や，価値観・ライ

フスタイルの変化の影響など多角的な調査に取り

組んだ。

③質の高い放送を支える調査・研究
放送に対する視聴者の信頼を回復し，新しいメ

ディア環境でのジャーナリズムの可能性の考察

や，時代とともに変遷する言葉の実態の研究，ま

た正確な選挙報道に資する世論調査を実施した。

海外メディア・デジタルコンテンツ

Ⅰ．海外メディア研究

1．公共放送総合研究

デジタル技術革新とインターネットの家庭にお

ける普及を背景に，世界各国の公共放送がインタ

ーネットを利用して放送後のテレビ番組をオンデ

マンドで視聴できるサービスを行っている。こう

した時期をとらえ，08年度には，世界の公共放送

が，インターネットをどのようなメディアと位置

づけ，公共サービスとして戦略的に展開している

のかをテーマに調査研究を行い，『放送研究と調

査』で発表した。調査対象国は，米・英・仏・

独・韓・台・香港の 6 か国 1 地域である。また，

インターネットや家庭用デジタル録画機の普及に

よって，研究者や一般市民の間にテレビ番組のア

ーカイブ利用の要望が高まっている。このことか

ら，長期的な視点に立ったテレビ・映像アーカイ

ブの保存と利用について，先進的な取り組みを行

っているフランスを中心に調査した。

{放送研究と調査』

08年 7 月号『デジタル映像アーカイブは何をもた

らすのか～フランス「INA」の挑戦』

08年 9 月号『シリーズ　世界の公共放送のインタ

ーネット展開　第 1 回　アメリカ・PBS～「市民

参加の場」としての公共放送へ』

08年10月号『シリーズ　世界の公共放送のインタ

ーネット展開　第 2 回　イギリス・BBC～公共

サービス・コンテンツを360度展開へ』

08年11月号『シリーズ　世界の公共放送のインタ

ーネット展開　第 3 回　フランス・Fr a n c e

Télévisions とINA～VOD サービスの最先端事例

に見る公共放送の役割の転換』

08年12月号『シリーズ　世界の公共放送のインタ

ーネット展開　第 4 回　ドイツ・ZDF～公共放

送から公共メディアへ』

09年 1 月号『テレビは中国をどう伝えてきたか～

NHKの特集番組を中心に』

09年 2 月号『シリーズ　世界の公共放送のインタ

ーネット展開　第 5回　台湾公共放送グループ・

香港RTHK 視聴者の情報発信のプラットフォー

ム』

09年 3 月号『シリーズ　世界の公共放送のインタ

ーネット展開　第 6 回　韓国・KBS～IT先進国

に見る視聴者サービスのありかた』

2． 国際比較調査
「公共放送とインターネット」

08年 3 月に，日・韓・英の 3か国における公共

放送のインターネットサービスに対する利用と公

共放送意識について，ネットユーザーを対象とし

たウェブ調査を行った。調査結果と分析を『放送

研究と調査』で発表するとともに，調査から得ら

れた知見を基に，インターネット時代における公

共放送による公共圏の構築ならびに視聴者との関

係性に関する理論化を試みた。09年 3 月には第 2

回調査を行い，分析結果を09年 7 月に公表する。

{放送研究と調査』

08年 7 月号『公共放送のネットサービスはどう受

け止められているか～「日・韓・英　公共放送の
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ネット展開に関する国際比較ウェブ調査」から』

08年 9 月号『調査研究ノート　放送モデルの立体

化と「横の回路」のデザイに向けて～「日・韓・

英　公共放送のネット展開に関する国際比較ウェ

ブ調査」の結果を手がかりに』

08年11月号『韓国における「デジタル公共圏」～

放送，ネット，市民の新たな関係性』

3．海外メディア動向調査

世界各国のデジタルサービスの進
ちょく

状況や北京

五輪の開催国である中国メディア状況，各国にお

けるジャーナリズム教育を巡る問題など，多岐に

わたるテーマについて情報収集を行い，『放送研

究と調査』や『年報』で随時発表した。また，新

研究領域として「多文化社会と放送の役割」研究

を立ち上げ，国内の国際化に対応した放送メディ

ア論の研究を開始した。

{放送研究と調査』

09年 5 月号『拡大する中国のデジタルサービス～

北京五輪を目前にして』

08年 8 月号『放送人養成と放送経営教育（ 1 ）

[日米の大学学部課程における放送関連教育」～

米オハイオ大学スクリップス・ジャーナリズム・

スクールでの実地調査を通じて』

08年 9 月号『放送人養成と放送経営教育（ 2）グ

レッグ・ダイクのBBC改革とコッター経営学』

08年10月号『放送人養成と放送経営教育（ 3）米

国のジャーナリズム改善を支える社会制度～事例

としてのスクリップス・ハワード財団と大学院教

育を中心に』

08年11月号『調査研究ノート　多文化社会におけ

る放送の役割に関する調査・研究に向けて』

08年12月号『調査研究ノート　現代思想と最近の

視聴者研究をめぐる問題～N.ガーナム著「解放，

メディア，現代性：メディアと社会理論をめぐる

議論」から』

08年12月号『“激動の一年”における中国のメデ

ィア政策～重大ニュースはどう伝えられたか』

09年 1 月号『世界の地上デジタル放送の現在～現

状・課題・展望』

{年報53』

『中国の地方テレビ局「市場化」の諸相　党の

[宣伝」・「管理」との関係』

4．『データブック世界の放送09』の
編集・刊行

世界の放送制度と最新動向を集大成した『デー

タブック世界の放送』の09年版を発刊した。

09年版は，「地上デジタルテレビ」「HDTV」

[インターネット・IPTV」「携帯端末向けサー

ビス」という先端サービス動向とアナログ放送終

了政策を重点的に調査し記述した。資料編につい

ては，08年度に新規に掲載した「世界の放送・映

像アーカイブ」について内容を充実させた。また，

譛韓国国際文化産業交流財団からの申し出によ

り，07年度から行われた韓国語の翻訳版について

も，09年 3 月に08年版が発刊された。

Ⅱ．デジタルコンテンツ研究

地上デジタル放送の一環として，移動体への放

送を主目的にサービスが始まったワンセグ放送

は，家の中での利用など視聴者主導の利用形態の

進展もあり，急速に普及が拡大している。ワンセ

グの放送内容は当初は地上波テレビと同一であっ

たが，08年 4 月からはワンセグ独自の番組編成が

可能となり，NHK，民放ともに試行が始まった。

一方，地上波の完全デジタル化に向け放送体制が

整備されるなか，放送とインターネットの関係は

ますます深まっている。12月にNHKが開始した

ビデオ・オンデマンドサービス『NHKオンデマ

ンド（NOD）』も，インターネットが利用できる

環境を前提としたサービスである。インターネッ

トの利用実態を把握し，放送への活用・連携を考

えることなしには，明日の放送はありえないとい

える。こういった状況のもと，ワンセグおよびイ

ンターネットを利用したメディアサービスについ

て調査研究を行い，報告をまとめた。

1．利用が進むワンセグ放送

ワンセグ放送が受信できる携帯電話の累計出荷

台数は，07年12月末には2,000万台を突破した。

このように受信機器が急速に普及しているワンセ

グ放送の視聴実態や放送に対する要望を把握する

ため，インターネットによるアンケート調査と，



インターネットの掲示板を利用したオンライン・

ディスカッションの 2種類の調査を行った。

{放送研究と調査』

08年 4 月号『ワンセグ放送 普及拡大とその視聴

～第二回　ワンセグ利用実態調査報

告』

・見ている場所は「帰りの電車・バス」が最も

多く， 2位はきん差で「自分の部屋」である

・ワンセグ独自放送に多くの人が望むのは「ニ

ュースのテロップを大きくする」で，62%の

人がやってほしいと思っている

・活発な話題を呼んだのが，OLの「ひとりラ

ンチ」に欠かせないツールとしてのワンセグ

・男性に多かったのが会社の中で「こそっと」

見るという使い方

2．生活メディアとしてのインターネット

検索エンジンによって，インターネットのメデ

ィア的機能は飛躍的に強力になった。こうした状

況のもと，人々の情報行動がどのように変わって

きているのかを探るため，検索エンジンを利用し

ている人々を対象にインターネット・アンケート

調査とインタビュー調査を行った。また，インタ

ーネット，テレビ，新聞という 3つのメディアの

うち，インターネットを利用度や信用度において

1 ～ 3 位のどこに位置づけたかにより回答者を 3

つに分類し，他の質問との関係を見た。

{放送研究と調査』

08年 8 月号『検索エンジン利用実態調査　生活メ

ディアとしての利用』

・「欠かせないコミュニケーション行動」で最

も多いのはインターネット，次いでテレビ，

家族との会話となっている

・「もっともよく利用するメディア」でも，イ

ンターネットはテレビ，新聞を大きく引き離

して一位

・平均情報検索時間は，PCで67分，携帯電話

で14分

09年 1 月号『インターネットの利用度，信用度～

利用度による検索エンジン調査の分

析』

・実用目的以外にインターネットを使うかどう

かで利用頻度に差が出る傾向がある

・ネットをよく利用する人も，ネットで見たニ

ュースについて，まずはテレビに詳細な情報

を求め，場合によっては新聞で背景まで含め

た解説をじっくりと読んでいる

・利用頻度別のテレビ視聴時間は 1 位が1.9時

間， 2位が2.9時間， 3位が2.7時間である

3．地上デジタル放送の課題

地上デジタル放送への円滑な移行を進めるため

に全省庁を集めた「デジタル放送への移行完了の

ための関係省庁連絡会議」の議論を参考にしなが

ら，地上デジタル放送への移行・アナログ放送終

了に向けた課題を整理した。

{放送研究と調査』

08年 5 月号『地上デジタル放送への完全移行に向

けた国の取り組み』

・共聴施設の対応促進

・衛星によるセーフティネットの検討

・アナログ放送終了の具体計画案の策定

・経済弱者等への受信機普及

・簡易チューナーの市場投入

4．科学報道

日本で原子力開発が始まって50年，テレビ制作

者たちはどのようなスタンスで原子力に向き合っ

てきたのか，そして何を伝えようとしたのか。原

子力報道に携わったテレビ制作者との対話を通し

て，今後の科学報道のあり方を考察した。

{放送研究と調査』

08年10月号『原子力報道に何が求められるか』

・田原総一朗（ジャーナリスト）

・小出五郎（元NHK）

・岡原武（広島テレビ）

・金平茂紀（TBS）

メディア史の調査研究

1．『NHK年鑑08』の発刊

NHKをはじめ，放送界の動きを正確に記録す

る『NHK年鑑』の08年版を10月に発刊した。

08年版では，「放送法の改正」を特集として取

り上げた。今回の改正は，07年12月21日に可決成

立，08年 4 月 1 日に施行されたもので，NHKの

ガバナンス強化，番組アーカイブのブロードバン

ド提供，新たな国際放送の制度化，命令放送の見

直しなどを内容とするNHK関連項目のほか，民

放については，認定持株会社制度の導入などを盛

り込んでおり，新しい時代に備えた歴史的な意味

を持っている。特集では，①改正案の提案から成

立までの経緯，②改正された放送法の概要，③改

正を受けたNHK，民放の対応，に分けて記述し

た。また，冒頭には50年の放送法の制定以降の主
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要な改正の動きを紹介する一覧表を掲載した。

より多くの視聴者が利用できるよう，年鑑は07

年度から文研公開ホームページにも掲載してい

る。

2．テレビ放送番組表のデータベース化

放送文化研究所をはじめ，編成局，ライツ・ア

ーカイブス・センターが共同で取り組み，51年12

月の実験放送から現在までのすべてのデータが検

索できるシステムを作り上げた。文研は，これま

で主に紙ベースで保存してきた確定番組表の内

容，文字などをチェックしたうえで電子化する作

業にあたった。09年 3 月に千代田放送会館で開か

れた『春の研究発表』の会場内では，データベー

スのデモ展示と実演を行った。09年 3 月26日から

NHK全局で供用が開始されており，さらに将来

的にインターネットを通じて視聴者に公開するた

めの準備を引き続き進めている。

放送用語の研究
放送用語班は，『アクセント辞典』の改訂作業

や，国の「常用漢字表」見直しに伴うNHK漢字

基準の再検討などの喫緊の課題に精力的に取り組

むと同時に，「役割語」という新しい視点でワー

クショップを開くなど新研究にも挑戦した。

1．『NHKアクセント辞典』改訂作業

08年度から 5 年計画で，『NHK日本語発音アク

セント辞典』の改訂作業を開始した。 5月下旬に

外部の専門委員（ 4人）と，アナウンス室，放送

用語班員を中心に改訂のための編集委員会を組織

し，発足会合を開いた。また， 9月には「全国ア

ナウンサーアクセント調査」の方針を決定し，10

月に第 1回調査としてアクセントの見直しが必要

と思われる語や新しい『アクセント辞典』に対す

る要望について全国調査を実施するなど，改訂作

業を軌道にのせた。 2 月には「全国調査の結

果」について検討する「アクセント辞典改訂専門

委員会」を開くとともに，09年度に実施する予定

の，音声による第 2回アクセント調査の方針を確

認した。なお，詳細については，『放送研究と調

査』08年 8 月号，11月号，09年 2 月号， 5月号で

報告した。アクセント辞典改訂専門委員は，相澤

正夫，井上史雄，上野善道，水谷修の各氏。

2．NHK漢字使用基準の見直しと調査

国の文化審議会は，社会状況の変化に対応する

ため，81年に定められ30年近く経過した「常用漢

字表」の改定作業を進めている。目下10年春の答

申を目指して第 1次案を示し，パブリックコメン

トを募るなど検討を重ねている。放送では，常用

漢字表を尊重しつつ多くの人に読みやすく理解さ

れやすいような漢字使用を考えている（『NHK新

用字用語辞典（第 3版）』）が，目安となる漢字表

が変更されることに対して，NHKとして新しい

漢字表をどのようにとらえるのかについて審議を

始めた。09年度には，部内の漢字使用の現状と制

作現場の意見を調査し，今後「高校生の漢字認識

度調査」や「世論調査」などを実施して，使用漢

字について判断する基本資料を収集する作業に精

力的に取り組む方針を決めた。

3．研究発表とワークショップ

毎年実施している「ことばのゆれ」調査で，09

年度は「放送で使われる敬語（放送敬語）に対す

る視聴者意識」の調査を行った。アナウンサーが

番組ゲストや視聴者両方に敬意をはらうために使

われる「二方面敬語」についての意識や，「お」

の付くことばの使い方，ニュースでていねいな表

現を使うことについての意識，配偶者の呼び方な

どについて聞いた。調査結果は，09年 3 月の『春

の研究発表』で報告した。

また，09年度は「役割語」という新しい視点で

研究に取り組み，研究発表会でワークショップを

開催し好評を博した。日本人は，ある特定の話し

方を聞くだけでその人物のタイプやキャラクター

と結びつくさまざまな「役割語」を共有していて，

マンガやフィクションの世界で発達してきた。研

究では，08年夏に開催された北京オリンピックの

放送で，外国人選手インタビューの翻訳に「役割

語」がどのように使われているのかを，調査・分

析。研究結果は，『放送研究と調査』（2009年 3 月

号）に「ウサイン・ボルトの“I”は，なぜ『オ

レ』と訳されるのか」と題する論文として掲載し

たほか，『春の研究発表』では，大阪大学大学院

教授の金水敏氏，マンガ・コラムニストの夏目房

之介氏らを招いてのワークショップを行った。

4．放送用語委員会

放送用語委員会は，08年度も地域拠点局で 8回

と東京本部で 4回実施した。

東京での放送用語委員会は，「新しい常用漢字

表」の放送での使い方など「用字用語」の考え方

についての審議を中心に行った。その結果，「国

がすすめる「新常用漢字表（案）」をふまえて，
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NHKの判断で「NHKが使用する漢字の運用基

準・運用規定」を定めることを今後検討する」と

いう意見でまとまった。

08年度放送用語委員会の東京開催分の議題は以

下のとおりである。

«第1310回〕 08年 7 月25日　

『NHK新用字用語辞典（第 3 版）』「許容」の

表記について

«第1312回〕 08年10月 3 日　

深夜番組の予告表示の統一

«第1316回〕 08年12月25日　

「常用漢字表」見直しに対するNHKの対応

«第1318回〕 09年 2 月12日　

NHKの漢字使用

なお，08年度の外部放送用語委員は，水谷修，

井上史雄，野村雅昭，天野祐吉，杉戸清樹，清水

義範，井上由美子，荻野綱男の 8氏。専門委員は，

宮沢清治，日高貢一郎，増井光子の 3氏である。

5．その他の調査研究

07年度に実施された1306回放送用語委員会で，

放送での「数字の書き方」の原則や用例について

の見直しが提起された。放送の字幕で使う表記は

{NHK新用字用語辞典（第 3 版）』に原則や用例

が明記されているが，縦書き字幕での数字の書き

方が説明不足であるなどの問題点がある。これら

を解消するため，「放送での数字の書き方」につ

いて 7月に「縦書きの場合の 2けた以上の数字の

書き方」や「数字を漢数字で書くか算用数字で書

くか」などを尋ねる調査を行った。また，放送用

語委員・荻野綱男氏の協力により学生への調査も

同時に行い，原則の見直しを行うこととした。

また，日本語共通語成立史の研究では，放送用

語委員会の歴史を研究し「戦前の放送用語委員会

における“伝統絶対主義”からの脱却」として

{放送研究と調査』（09年 2 月号）に発表した。

番組研究

1．視聴者層拡大のための調査・研究

（1）20代男性の情報系番組へのニーズ調査
20代男性のテレビ番組受容実態の把握を意図

し，特にニュース・ドキュメンタリーや情報バラ

エティーなどの情報の要素に対するニーズにフォ

ーカスをあて，プレ調査としての定量調査および

定性調査を行った。

（2）番組ホームページの見られ方に関する調査

番組公式ホームページのユーザー利用の現状，

ニーズの実態やその可能性について定性・定量調

査を重ねて実施，民放も含む放送局の番組ホーム

ページの利用と番組視聴の関係性を中心とした分

析を行った。

（3）高齢者のテレビ視聴分析
07年度までの調査を踏まえ，高齢者のテレビ視

聴時間が急激に増加する傾向とその背景の分析を

行った。また対象者への詳細ヒアリングも試み，

合わせて『春の研究発表』で報告を行った。

（4）「EYES」枠ゾーンブランドの調査
総合深夜月曜から金曜日の新番組ゾーン

{EYES』に対して若年世代がどう受け止めてい

るのか，深夜番組全体の状況把握も含め，ブラン

ドとしての視点から調査研究を実施した。

（5）番組提案への視聴者意向調査の開発
より効果的な番組制作システム考案の試みとし

て，番組提案時コンセプトに対する視聴者意向の

簡易調査を提案の採択・改善に取り入れる仕組み

の開発調査に取り組んだ。

（6）20代女性のドラマ受容性分析
「なぜ若者はドラマを見なくなってきたのか」

というポイントを入り口に，これまでの調査を下

敷きに，現在の若年層女性のテレビドラマ視聴意

識を生活意識との関連も含めて詳細に分析し『年

報』にまとめた。

2．地域放送に関する研究

地域向け番組に対する視聴者ニーズ把握をベー

スにした地域番組支援として，宮崎局での17時台

番組，甲府局での20時台番組，徳島局での18時台

番組について調査・分析報告を展開した。また，

これまでの調査や各地での取材で得たデータ・情

報・知見を地域局と共有するためのワークショッ

プ的な勉強会を，松江局や秋田局で実施した。

3．教育番組・教育サービスに関する研究

（1）学校放送利用状況調査
隔年実施の調査。幼稚園・保育園から小・中・

高校までを対象に，全国の教育現場におけるメデ

ィア接触状況，NHKの学校放送番組やデジタル

教材の利用実態についての調査・分析を行った。

（2）学校と家庭・学習とメディア利用の可能性
11年度から必修化される小学校での英語の授業

を題材にして，メディアが子どもの学習に対して

提供できるサポートの可能性を考える取り組み

を，『春の研究発表』においてワークショップ形

式で開催した。
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（3）教育放送サービスの国際動向分析
大きな変化を見せつつあるデジタル時代の公共

放送を中心とした教育放送サービスの新たな展開

について，イギリスおよびアメリカの公共放送局

での最新の実状をつぶさに取材し，『年報』での

詳細報告を行った。

4．番組・視聴者分析の新手法開発

06年度以降継続している「ブログ評判分析」の

仕組みを，番組の評価や広報効果を探る手法とし

て活用するための試行研究を行った。特に，ブロ

グの分析から番組の視聴率以外の評価指標を導き

出す可能性に力点を置いた。また，これまでの調

査と分析からブログとテレビ番組視聴の関係等に

関する考察を『年報』に掲載した。

5．“子どもに良い放送”プロジェクト

03年から外部の研究者と共同で作業を継続して

いる「“子どもに良い放送”プロジェクト」では，

第 7回調査を実施するとともに，第 6回調査の分

析を行った。

第 6 回調査（08年 1 月実施）結果については，

メディア（テレビ，ビデオ，テレビゲーム）接触，

保護者の関わり方等の経年変化を見たほか，調査

協力者の子どもたちの番組視聴率を年齢別・性別

に分析した。外部共同研究者の分析では，子ども

のメディア接触と社会性との関連，メディア接触

と描画能力の発達との関連がテーマとなった。

実施した第 7回調査は，調査対象の子どもが就

学前と小学 1年生である比率が 2： 1という混在

の時期にあり，内容的には経年変化に重点が置か

れた。就学前と小学校入学後の子どもの間でどん

な違いが見られるか，注目される。

世論調査

Ⅰ．視聴者調査

[調査の概要」では次の記号を用いる。

a．調査期間　b．調査相手　c．調査方法

d．調査事項　e．有効数（率）

1．全国個人視聴率調査

a． 6 月調査＝ 6月 9日（月）～ 6月15日（日）

11月調査＝11月17日（月）～11月23日（日）

b． 全国の 7歳以上の国民　3,600人

c． 調査相手に 1週間分のテレビ・ラジオの視聴

状況を記入してもらう配付回収法による時刻

目盛り日記式調査（個人単位）

d． ア．NHKテレビ（含む衛星）・ラジオ・FM

放送番組の視聴率・聴取率

イ．関東・近畿地区の民放テレビ番組の視聴

率

ウ．時間帯別テレビ・ラジオ・FM放送の視

聴（聴取）状況

e． 6月調査＝2,399人（66.6％）

11月調査＝2,468人（68.6％）

（注） 1％あたりの視聴人数＝118万人（全国）

«調査結果〕
①テレビ視聴時間
1 日のテレビ視聴時間（週平均）は， 6 月が 3

時間45分（NHK総計59分，民放総計 2時間46分），

11月は 3 時間51分（NHK総計 1 時間 6 分，民放

総計 2時間45分）で，長時間視聴の傾向が続く。

②総合テレビ
6 月・11月ともに，大河ドラマ『篤姫』や

{NHKニュース 7 』，『NHK歌謡コンサート』な

どがよく見られた。 （表 1）

表 1 総合テレビでよく見られている番組

③教育テレビ
1 週間に少しでも教育テレビを見た人の率は，

6 月が29.5％，11月が28.5％であった。よく見ら

れたのは，18時台の少年少女ゾーンと朝夕の幼

児・子どもゾーンの番組である。 （表 2）

曜日

日
火
火
日
日
火
木
月
日
水

（11月調査）

開始時刻

20:00
19:00
20:00
20:45
17:00
20:45
8:15
20:00
12:00
20:00

視聴率

17.8％
13.4
13.3
13.1
12.6
11.8
11.3
11.0
10.9
10.2

番　　　組　　　名

篤姫
＃NHKニュース 7
NHK歌謡コンサート

＃ニュース・気象情報
＃大相撲九州場所・ 5時台（千秋楽）
＃ニュース845L
＃だんだん
鶴瓶の家族に乾杯

＃ニュース
ためしてガッテン

曜日

日
日
火
土
日
木
火
日
火
日

（ 6月調査）

開始時刻

20:00
20:45
19:00
12:00
19:00
8:15
20:00
12:00
20:45
7:00

視聴率

18.9％
14.1
13.6
12.0
11.9
11.6
11.4
11.3
10.3
10.0

番　　　組　　　名

篤姫
ニュース・気象情報

＃NHKニュース 7（平日）
ニュース・岩手宮城内陸地震

＃NHKニュース 7
＃瞳
NHK歌謡コンサート

＃ニュース・岩手宮城内陸地震
＃ニュース845L
＃おはよう日本・ 7時台

♯は帯番組で視聴率が最も高い曜日のもの（以下同様）
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表 2 教育テレビでよく見られている番組

④衛星放送
衛星放送を自宅で受信できる人は， 6 月が42.5

％，11月が44.5％であった。衛星第 1テレビでは，

スポーツ中継や『BSニュース』がよく見られた。

衛星第 2テレビでは，連続テレビ小説の先行放送

( 6 月『瞳』，11月『だんだん』）がよく見られた。

（表 3・ 4）

表 3 衛星第 1テレビでよく見られている番組

表 4 衛星第 2テレビでよく見られている番組

⑤ラジオ
ラジオを 1週間に少しでも聞いた人は， 6月が

43.0％，11月が43.9％であった。 1 日の聴取時間

(週平均）は， 6 月がNHKラジオ計13分，民放

ラジオ計20分，11月がNHKラジオ計15分，民放

ラジオ計23分である。ラジオ第 1では，早朝の番

組がよく聞かれている。 （表 5）

表 5 ラジオ第 1でよく聞かれている番組

2．幼児視聴率調査

a． 6 月 9 日（月）～ 6月15日（日）

b． 東京30キロ圏在住 2～ 6歳児　1,000人

c． 郵送法（調査相手の保護者に， 1週間分のテ

レビ視聴状況を代理記入してもらう時刻目盛

り日記式調査）

d． ア．NHKテレビ（含む衛星）の視聴率

イ．民放各局のテレビ番組の視聴率

ウ．時刻別ビデオ利用率

e． 592人（59.2％）

«調査結果〕
① 2 ～ 6 歳児のテレビ視聴時間（週平均）は 2

時間 7分（NHK総計47分，民放総計 1時間20分）

で，前年（ 2時間）と変わらない。

②NHK・民放全体でよく見られたのは『サザ

エさん』『ちびまる子ちゃん』（以上フジ），『ドラ

えもん』（朝日），『いないいないばあっ！』（教

育）などで，いずれも視聴率が30％を超えている。

3．全国接触者率調査

a． 6 月調査＝ 6月 9日（月）～ 6月15日（日）

11月調査＝11月17日（月）～11月23日（日）

b． 全国の 7歳以上の国民3,600人

c． 配付回収法（日記式調査票に 1 日単位で記

入）

d． NHK・民放の各放送の視聴の有無，録画し

た番組やNHKのDVD・ビデオ・CDの視聴の

有無，インターネットによるNHK番組など

曜日

土
水
水
水
土
月
月
木
日
月

（ 6月調査）

開始時刻

18:00
18:00
18:10
18:20
18:25
17:50
17:40
7:15
8:30
8:15

視聴率

2.6％
2.1
2.0
1.8
1.7
1.7
1.6
1.6
1.6
1.5

番　　　組　　　名

アニメ・メジャー
＃アニメ・おじゃる丸
＃アニメ・忍たま乱太郎
＃天才てれびくんMAX
アニメ・電脳コイル・最終回

＃クインテット
＃味楽る！ミミカ
＃アニメ・ぜんまいざむらい
趣味の園芸

＃いないいないばあっ！

曜日

土
金
木
木
土
金
木
金
金
月

（11月調査）

開始時刻

18:00
18:20
18:00
18:10
18:25
17:40
8:15
17:30
17:50
8:00

視聴率

2.8％
2.1
2.0
2.0
1.8
1.8
1.8
1.7
1.7
1.5

番　　　組　　　名

アニメ・メジャー
＃天才てれびくんMAX
＃アニメ・おじゃる丸
＃アニメ・忍たま乱太郎
アニメ・テレパシー少女蘭

＃味楽る！ミミカ
＃いないいないばあっ！
＃アニメ・ぜんまいざむらい
＃クインテット
＃にほんごであそぼ

曜日

月
木
水
水
月
火
金
日
日
金

（ 6月調査） （衛星放送受信者分母）

開始時刻

18:05
18:05
21:05
22:00
21:30
20:10
19:10
13:05
21:00
18:00

視聴率

1.5％
1.2
1.0
1.0
1.0
0.9
0.9
0.9
0.9
0.9

番　　　組　　　名

プロ野球　中日×楽天
プロ野球　ソフトバンク×中日
アメリカ魂のふるさと

＃BSニュース
＃MLBハイライト
PGAゴルフツアー
MLBヤンキース×アスレティックス
プロ野球　楽天×巨人

＃BSニュース
＃BSニュース

曜日

木
日
日
土
金
日
火
月
土
金

（ 6月調査） （衛星放送受信者分母）

開始時刻

7:45
20:00
21:30
7:30
21:00
22:30
21:00
19:32
7:00
7:00

視聴率

4.6％
2.3
1.7
1.4
1.4
1.3
1.1
1.0
1.0
1.0

番　　　組　　　名

＃瞳
BS日本のうた
ファン・ジニ
とっておき世界遺産100
BS日本のうた
篤姫

＃衛星映画劇場・探偵物語
＃瞳
＃おはよう日本・ 7時台
＃おはよう日本・ 7時台（平日）

曜日

火
火
水
月
月
金
土
水
日
水

（ 6月調査）

開始時刻

6:00
5:45
6:30
7:00
7:20
6:40
6:40
7:30
6:00
7:40

聴取率

2.3％
2.3
2.3
2.2
2.2
2.2
2.0
2.0
1.9
1.8

番　　　組　　　名

＃ニュース・スポーツニュース
＃ふるさと元気情報
＃ラジオ体操
＃ニュース・スポーツニュース
＃ニュースアップ
＃ニュース・ビジネス展望
ニュース・列島音の旅

＃ニュース・中国ワールドリポート
ニュース

＃ニュース・天気・鉄道（L）
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の利用の有無，など

e． 6月調査＝2,572人（71.4％）

11月調査＝2,548人（70.8％）

«調査結果〕
①放送，放送以外を問わず， 1週間に少しでも

NHKに接した人の割合（NHK全体リーチ）は 6

月が76.9％，11月が76.1％であった。

②放送以外でNHKに接した人の割合（NHK放

送外リーチ）は 6 月が19.4％，11月が17.9％であ

った。

③NHKの放送に接した人の割合（NHK放送リ

ーチ）は 6月が76.0％，11月が75.4％であった。

4．放送評価調査

a． 第 1回　08年 6 月13日（金）～15日（日）

第 2回　08年 9 月 5 日（金）～ 7日（日）

第 3回　08年11月22日（土）～24日（月祝）

第 4回　09年 3 月 6 日（金）～ 8日（日）

b． 第 1回　全国の20歳以上の男女1,865人

第 2回　全国の20歳以上の男女1,866人

第 3回　全国の20歳以上の男女1,859人

第 4回　全国の20歳以上の男女1,857人

c． 電話法（RDD）

d． NHKの放送に対する信頼，満足など全体評

価，正確・公平，娯楽性，知識・教養など側

面別評価，など

e． 第 1回　1,154人（61.9％）

第 2回　1,135人（60.8％）

第 3回　1,134人（61.0％）

第 4回　1,112人（59.9％）

«調査結果〕
①肯定的な回答の率の 4回平均でみると，全体

評価の 5 項目では「社会貢献」が63％，「信頼」

が62％と高い。一方「親しみ」は47％と低めであ

った。前年度平均との比較では，各項目とも変化

がない。

②側面別評価の10項目の中では，「生命・財産

を守る」が71％，「知識・教養」が66％と高く，

[地域への貢献」が40％，「娯楽性」が39％と低

めであった。

5．「番組総合」調査

a． 6 月13日（金）～22日（日）

b． 関東地区の16歳以上の国民2,340人

c． 配付回収法

d． 総合，民放各局の夜間の各番組の認知度，視

聴頻度，視聴満足度，視聴理由など

e． 1,507人（64.4％）

«調査結果〕
①番組の認知率が最も高かった番組は『水戸黄

門』で86％。『関口宏の東京フレンドパークⅡ』

(85％），『NHKニュース 7 』（85％）など，いわ

ゆる長寿番組の認知率が高くなっている。

②視聴経験率が最も高かったのは『NHKニュ

ース 7 』（58％）で，次いで『報道ステーショ

ン』（50％）となっている。ここ 3 年の上位10番

組の顔ぶれは，認知率と同様大きくは変わらない。

③見たことがある人の中での満足度が最も高か

ったのは『篤姫』（80％）で，このほか『探検ロ

マン世界遺産』（72％），『その時歴史が動いた』

(72％）など上位10番組のうち 8 番組をNHK総

合の番組が占めるという結果となっている。

6．デジタル放送調査2008「新放送サービ
スとテレビ」

a． 9 月 6 日（土）～14日（日）

b． 全国の16歳以上の国民3,600人

c． 配付回収法

d． デジタル放送の視聴，ワンセグの視聴実態・

感想，動画配信による映像視聴，など

e． 2,659人（73.9％）

«調査結果〕
①自宅に地上デジタル放送を受信しているテレ

ビのある人は39％で，前年（29％）より増加した。

地上デジタル受信テレビの台数は「 1台」が最も

多く（28％），複数のテレビがあっても，地上デ

ジタルが見られるのは 1台という人が多い。

②ワンセグをすでに見ている人は16％で，前年

( 7 ％）に比べ幅広い年層で増加した。ワンセグ

の視聴場所は「外出先」が最も多いが，自宅内で

の視聴も少なくない。ワンセグへの不満では，

[映像や音声がとぎれることが多い（ワンセグ視

聴者の62％）」「地下や建物の中など見られない場

所が多い（同60％）」など，電波を安定的に受信

できないことを挙げる人が多い。

③インターネットの動画サービスを利用したこ

とがある人は22％である。利用経験は年齢が若い

ほど高く，16～29歳では半数に達している。視聴

種目では「音楽」を挙げる人が多い。

④インターネットやケーブルテレビなどの番組

配信で「過去に放送され，もう 1度見たい番組」

や「最近見逃した番組」などのいずれかを「見た

い」と答えた人は 7割を超えており，ビデオ・オ

ン・デマンドの視聴意向は高い。ただし，「有

料」という条件をつけると「見たい」人は 1割程

度と少ない。
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7．生活時間調査2008「テレビと気分」

a． 10月19日（日），20日（月）

b． 関東20歳以上の男女1,800人

c． 配付回収法によるプリコード方式

（調査相手に 2日分の生活行動と気分を記入

してもらう15分刻み時刻目盛り日記式）

d． ア． 1日の基本的な生活行動（睡眠・食事・

仕事・家事・レジャー活動・テレビ・ラ

ジオなど）

イ． 1日の気分（忙しい・リラックス・楽し

い・ドキドキ・集中・退屈）

e． 1,065人（59.2％）

«調査結果〕
① 1日で最も多くの人が感じる気分は「リラッ

クス」で，次いで月曜は「忙しい」，日曜は「楽

しい」も多い。月曜は男性で「忙しい」時間が長

いが，日曜は大幅に減少し，日曜は女性のほうが

[忙しい」は長めである。

②テレビ視聴時に最も多い気分は「リラック

ス」で，視聴時間全体の半分を占める。リラック

ス視聴の割合が高いのは女性より男性で，女30～

50代は「忙しい」テレビ視聴も比較的多い。

③インターネット（趣味娯楽）や，新聞，ビデ

オ・DVDなどの各メディア利用時も，テレビと

同様「リラックス」の割合が高いが，ラジオや

CD・MDなど聴覚メディアでは 3 割程度と相対

的に低い。インターネット（趣味娯楽）の利用時

間が長い男20～30代では，ネット利用中の気分は

[リラックス」に加え「楽しい」「集中」など多

彩である。

④仕事中は「忙しい」気分が半数を占め，次い

で「集中」が 2割強である。男性は女性より仕事

中に「忙しい」と感じる割合が高く，逆に集中度

は女性のほうが高い。家事については，女性は

[忙しい」気分が主流だが，日曜の男性は家事中

に「リラックス」「楽しい」と感じる割合が高い。

このほか，レジャー活動をしているときの気分な

どでも男女差があり，生活行動や環境・役割の違

いが気分にも影響しているとみられる。

8．「教育テレビに関する」調査

a． 11月調査＝08年11月 7 日（金）～24日（月）

1月調査＝09年 1 月 9 日（金）～25日（日）

b． 全国の16歳以上の国民2,098人

c． 個人面接法

d． 11月調査＝視聴頻度，視聴内容，チャンネル

イメージ，役割評価，必要度など

1月調査＝教育テレビ50年の認知，認知の方

法，リクエスト募集の認知など

e． 11月調査＝1,428人（68.1％）

1月調査＝1,401人（66.8％）

«調査結果〕（特に断りのない限り11月調査）
①教育テレビのチャンネルイメージは「役立

つ情報の多い」（30％），「子ども向け・主婦向け

など番組の対象がはっきりした」（29％），「目的

があるときに見る」（28％）。

②人々の生活や文化を豊かにするうえで教育テ

レビが役に立った（かなり＋ある程度）という人

は61％。項目別には「子ども向けの質のよい番組

を開発した」（35％）が最も高く，次いで「生活

に役立つ実用的な情報を提供した」（30％），「多

様な趣味を幅広く紹介した」（25％）である。

③教育テレビがどの程度必要かについては，

[なくてはならない」という人が11％，「あった

ほうがよい」の65％を加えると，“必要”いう人

は76％。

④ 1月調査の結果によると，教育テレビが09年

1 月に開局50周年を迎えたことを知っている人は

26％。男女や年齢に偏りなく，いろいろな層で知

られている。

Ⅱ．国民世論調査

1．第 8回「日本人の意識・2008」調査

a． 6 月28日（土）～29日（日）

b． 全国の16歳以上の国民5,400人

c． 個人面接法

d． 基本的価値観，経済・社会・文化についての

考え方，男女関係についての意識，政治意識

など

e． 3,103人（57.5％）

«調査結果〕
①国民の投票行動（選挙）や，デモや陳情・請

願行動が国の政治に影響を及ぼしていると考える

人が35年間で初めて増えた。

②政党支持で，支持なし層が35年間で初めて減

少（57％→46％）した。

③女の子に「大学まで」の教育を受けさせたい

という人がさらに増え過半数（52％）になった。

④｢日本は一流国だ」「日本人はきわめてすぐれ

た素質をもっている」などと考える人がこの 5年

間に増え，日本に対する自信が再び回復した。
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2．裁判員制度に関する世論調査

a． 11月14日（金）～16日（日）

b． 全国の20歳以上の国民2,723人

c． 電話法（RDD追跡法）

d． 裁判員制度の認知度，制度の必要性，参加の

意向，重大事件を扱う妥当性，死刑を言い渡

せるか，制度で必要なこと，死刑への賛否，

刑事裁判の評価，量刑の感覚など

e． 1,653人（60.7％）

«調査結果〕
①裁判員制度を「知っている」が43％，「知ら

ない」が56％で，「知らない」が多い。

②裁判員として裁判に「参加したい」が33％，

[参加したくない」が65％と，参加意欲は低調。

③参加したくない理由は，「正しい判断ができ

るか自信がないから」が55％で最も多く，“人を

裁くこと”への抵抗感が見られた。

④制度で必要なことは，「心理的負担をやわら

げる対策をとる」が39％で最多，次いで「仕事を

休んだ期間の収入を補償する」が21％，「裁判員

を辞退しやすくする」が18％，「裁判期間を短く

する」が12％であった。

3．ISSP国際比較調査「宗教」

a． 11月22日（土）～30日（日）

b． 全国の16歳以上の国民1,800人

c． 配付回収法

d． 信仰している宗教，信仰心の有無，宗教的行

動など

e． 1,200人（66.7％）

«調査結果〕
①「何か宗教を信仰していますか」という質問

で「信仰していない」人は全体の49％で，信仰し

ている人（39％）を上回った。

②親しみを感じる宗教は「仏教」が65％で最も

多く，「神道」が21％，「キリスト教」が13％であ

った。

③宗教的な行動で「よくする」という人が最も

多いのは，「墓参り」で66％，次いで「初もう

で」の55％，「お守りやおふだ」と「神社で参

拝」が26％，「おみくじをもらう」の22％などで

あった。

4．健康に関する世論調査

a． 2 月25日（水）～ 4月 7日（火）

b． 全国の16歳以上の国民3,600人

c． 郵送法

d． 健康に関する関心，健康情報への信頼，健康

に関して気をつけていることなど

e． 2,662人（73.9％）

«調査結果〕
①「今，肉体的に健康だと思いますか」の質問

で「まあ健康だ」が66％，「非常に健康だ」が

9 ％，「あまり健康でない」は21％，「まったく健

康ではない」が 3％であった。

②「現在の自分の体型をどう思うか」の質問で，

[ちょうどよい」が47％，「太っている」が40％，

[やせている」は12％であった。

③「ふだんの睡眠時間は足りているか」の質問

で，「まあ足りている」が49％，「あまり足りてい

ない」が26％，「十分足りている」が19％，「まっ

たく足りていない」が 4％であった。

5．政治意識月例調査

内閣支持率や政党支持率を継続して調査すると

ともに，その時々の政治状況や社会問題に対する

国民の意識を把握するために，毎月 1回，電話に

よる世論調査を実施した。

a． 毎月第 1もしくは第 2週の金曜日から日曜日

b． 全国の20歳以上の国民約2,000人

c． 電話法（RDD追跡法）

d． 内閣支持，支持する理由，政党支持など

e． 有効率は各回とも60％前後

Ⅲ．選挙世論調査

1．国政選挙の補欠選挙調査

4 月に衆議院山口 2区の補欠選挙について，地

域の有権者800人を対象に，選挙への関心や投票

の意向などを聞くRDD（割当法）による電話世

論調査を実施した。

2．地方選挙調査

以下の知事選挙と県庁所在地の市長選挙につい

て，それぞれの地域の有権者500人～1,000人を対

象にRDD（割当法）による電話世論調査を実施

した。

山口県知事選挙（ 7 月），岡山県知事選挙（10

月），宇都宮市長選挙，那覇市長選挙（11月），山

形県知事選挙（ 1月），千葉県知事選挙（ 3月）

それぞれの調査結果は，選挙情勢の把握や開票

速報番組などの資料として役立てられた。
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委員会・情報公開

1．放送文化研究委員会

調査研究業務の充実を図るため，外部学識経験

者に委員を委嘱している。08年度は12月に委員会

を開催し，08年度の調査研究重点項目の実施状況

と09年度の調査研究計画について説明・報告し，

意見を交換した。委員は次のとおり。

飽戸　弘 （東洋英和女学院大学・学長）

五百旗頭　真 （防衛大学校・校長）

伊藤　守 （早稲田大学教育学部・教授）

橋本　五郎 （読売新聞社・特別編集委員）

長谷部　恭男 （東京大学法学部・教授）

松永　真理 （㈱バンダイ・社外取締役）

山下　東子 （明海大学経済学部・教授）

吉永　みち子 （ノンフィクション作家）

2．研究成果の公表

（ 1）刊行物による発表

『放送研究と調査』（月報）

『NHK放送文化研究所／年報2009』

『データブック世界の放送2009』

『NHK年鑑2008年版』

『放送メディア研究第 6号』

（ 2 ）埼玉，千葉，福岡の各放送局が実施した

[NHK放送文化セミナー」に講師を派遣した。

（ 3 ）放送文化研究所の公開ホームページと外部

のデータベースサイトで，『放送研究と調査』の

ウェブ公開を始めた。

3．シンポジウム，研究発表会の開催

毎年春に，年間の調査研究の集大成として，シ

ンポジウムや研究発表会を開催している。

08年度の主な内容は以下の通り。

（ 1）シンポジウム

[視聴者とともに拓く新時代の放送」

« 4 月14日，千代田放送会館，参加335人〕

[社会の構造変化と放送の役割」

[完全デジタル時代・経営モデルの再構築」

（ 2）春の研究発表

[変容の時代　メディアの可能性を探る」

«09年 3 月11・12日，千代田放送会館，参加906

人〕

・シンポジウム

「映像アーカイブはテレビを拡張する」

・ワークショップ

「テレビにおける役割語」

「学校と家庭・学習とメディア利用の可能

性」

・研究発表と講演

「日本人の意識の未来」

・研究発表

「世界の地上デジタル放送の最新状況」

「アメリカ・地上デジタル放送移行への動

き」

「放送敬語に視聴者はいま何を求めている

か」

「テレビ視聴と気分」

4．公開ホームページ

放送文化研究所の活動を内外に周知・PRする

ために公開ホームページを開き，世論調査の結果，

国語力テストなど調査研究の成果を公表してい

る。

5．資料室（図書）の運営

（ 1 ）資料の収集・所蔵：調査研究に必要な内外

の放送関係の図書，文研刊行物，雑誌，団体の報

告書などを収集し，体系的に整理して研究者の利

用に供した。（表 6：当室の資料とその所蔵数）

（ 2 ）放送文献データベースの運用：収集した図

書・雑誌の論文や記事の書誌情報をデータベース

として研究者の文献検索などに活用している。

08年度は，886件のデータを編集・登録した。

表 6 放送文化研究所資料室所蔵内訳

43,291冊
5,606冊
426種
363種
2,369冊
3,563冊
900枚

37,971件

図書
製本雑誌
和文雑誌・新聞
欧文雑誌・新聞
研究資料・報告書
文研刊行物
電子資料（CD-ROMなど）
放送文献データベース

（09年 3 月末現在）




